
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

うち今回補正額

△ 22,144

事業番号 09 03 02 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

・2050年ゼロカーボン達成に向け、国は令和３年度に農業分野における持続可能な食料システムの構築を目指す「みどりの食料システム

戦略」を策定、令和４年度には同戦略を推進するための新法を施行

・農業分野においても、環境負荷を低減した持続可能な農業へ転換していく必要があるが、有機農業等の環境にやさしい農業に取組む実

践者は近年、実践者が固定化しており、取組面積も横ばいの状況にあることから、実践者・取組面積の面的拡大に向けた支援や、地球

温暖化防止に貢献できる取組の速やかな普及が必要

・食のグローバル化が進む中、国際水準GAP※に対する実需者ニーズが一層高まっていることから、既存のGAPからのステップアップや認証

取得に向けた支援が必要

　※GAP(Good Agricultural Practices：農業生産工程管理)

　　「食品安全」「環境保全」「労働安全」から定められる点検項目に沿って、農産物を作る際に適正な手順を守り、モノの管理を行い、持

続可能性を確保する取組。国際水準の取組では、点検項目に「農場経営管理」「人権保護」の視点が加わる。

・気候変動等の影響による新たな病害虫や防除困難な病害虫が発生しており、生産現場への影響が深刻化していることから、対策が必

要

　農業生産に起因する環境負荷軽減を図り、持続可能な生産につなげるため、みどりの食料システム法に基づき、有機農業等の環境にや

さしい農業の地域ぐるみでの展開や、農業分野における脱炭素への貢献に向けた農業技術の実証・普及、実需者・消費者など関係者の

理解醸成を推進する。

　消費者や実需者から信頼され、求められる産地を目指し、安心安全な農産物生産の基になるＧＡＰの取組や農薬の安全使用を推進

し、農産物の生産に大きな被害を及ぼす新たな病害虫や防除困難な病害虫のまん延防止を図る。

①有機農業等環境にやさしい農業やゼロカーボンに資する取組の推進

単位
R2年度 R3年度

No. 指標名

E-mail

実績 実績 推移

R5年度

目標値

事　業　名 環境にやさしい農業推進事業
部局 農政部 課・室 農業技術課

実施期間 H16 ～ nogi@pref.nagano.lg.jp

当初予算のとおり

国からの交付金額の増減、補助事業執行見込み額の確定による減。

②GAPの推進

当初予算のとおり

達成

状況
目標値設定理由

R4年度

実績 推移

③重要病害虫のまん延防止

持続可能な脱炭素社会の創出

成長産業の創出・振興

循環経済への転換の挑戦2-2①

No.

1-1①

2-1①

施策分野（施策の総合的展開名）
年 数値

直近３か年の状況

年 数値

目標

年 数値年 数値
単位

達成目標

（★印が付いているものは主要目標）

該当なし

該当なし

該当なし

区分 職員数

18.5

18.5

18.5

R5年度

R4年度

R3年度

決算額

116,703

288,864

前年度繰越

227,000

8,400

67,582

当初予算

338,896

141,326

127,146

補正予算等

△ 22,144

204,346

96,374

予算額

うち一般財源

23,748

24,106

19,242

合計

（予算現額）

543,752

354,072

291,102

第４期長野県食と農業・農村振興計画（答申書）において、５

年後に取組み面積をR3年度の1.5倍（3,700ha）を目指すこと

が長期目標であるため、初年度であるR5年度は2,877haを目標

とする。

国際水準GAPの周知と各農場での実践者増加、既存GAPからの

ステップアップにつなげるため、10地域で年２回研修会を開催、1回

当たりの参加者数25名を目標として設定

①

②

③

2,877

500

↗

↗

2,671

300

↗

↘

2,465

223

2,389

478

ha

人

持続可能な農業に取り組む面積

（化学合成農薬・肥料を削減し

た栽培、有機農業）

国際水準ＧＡＰの取組に関する

研修会の参加者数

指標なし



3

1

217,424

4

R5年度

予算

R4年度

予算現額

R3年度

予算現額

予算現額

事　業　名 環境にやさしい農業推進事業

事業番号 09 03 02 細事業一覧（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

環境にやさしい持続可能な農業定着・促進事業

No.

1

うち今回

補正額

千円

107,443 34,059

千円 千円

58,067

-19,670

部局 農政部 課・室 農業技術課

令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

・有機農業に係る新たな認証制度の検討

・市町村等が主体となった地域ぐるみでの有機農業産地づくりの推進

・有機農業プラットフォームを核としたつながりの創出支援

・国からの内示額の減及び実績に伴う交付金額の減

オーガニックビレッジの創出　３市町村

・みどりの食料システム法に基づく農業者の認定及び「信州の環境にやさしい農産物認

証」の認定推進

・環境にやさしい農業技術実証展示地区の設置、現地検討会の開催

・産地が地域ぐるみで取組む環境にやさしい栽培体系への転換に向けた実証・普及支

援

環境にやさしい農業推進研修会の開催　１回、実証ほの設置　５カ所

・国際水準GAPの認知度向上とステップアップに向けた研修会の開催

・国際水準GAP認証取得支援

・国際水準GAPに対応可能な職員を育成するための研修の受講

認証取得支援10件、職員の育成31人

補助金

直接

補助金

直接

細事業を構成する主な取組

有機農業推進事業

環境農業推進事業

ＧＡＰの推進

実施方法

直接

39,596
うち今回

補正額 -2,474

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

2 環境保全型農業直接支払事業
35,406 35,337

予算現額

補助金

3 農業分野における脱炭素推進事業
・情報交換会への参加及びJA等と連携したバイオ炭の施用方法の検討

直接

情報交換会への参加　３回

実施市町村数43　支給対象者352人　交付額　40,870千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 環境保全型農業直接支払事業

・化学肥料、化学合成農薬の使用を50％削減したうえで、地球温暖化防止、生物

多様性保全の取組を行う農業者を支援

・実績に伴う交付金額の減交付金

予察巡回調査ほ場設置ヶ所数　210ヶ所、予察方法の発表回数　10回

うち今回

補正額 0

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

3 植物防疫事業
146,482 55,965

予算現額

重要病害虫まん延防止対策事業

・国が指定する重要病害虫（テンサイシストセンチュウ）の防除及びまん延防止対策

の実施

・薬剤抵抗性リンゴ黒星病防除対策プログラムの周知徹底

・国が指定する病害虫（ミバエ等）の侵入警戒調査の実施
直接

テンサイシストセンチュウ、リンゴ黒星病のまん延防止、ミバエ等の侵入警戒調査　475回

2 病害虫防除所運営費
病害虫防除所の設置及び運営

直接

病害虫防除所（本所及び中南信担当）の設置及び業務の推進

発生予察事業

・病害虫防除所等による病害虫発生予察ほ場の設置及び調査の実施

・日本植物防疫協会が提供する農薬登録情報等の検索システムへの加入直接



No.

4
1,711

予算現額 1,665
うち今回

補正額 0

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 農薬安全使用対策事業

・農薬の適正使用の推進

・地域特産作物等、マイナー品目の農薬登録拡大のための試験等の実施

・環境モニタリング調査の実施
直接

地域特産作物の農薬登録適用拡大試験実施件数　４件

農薬安全使用対策事業
1,771

補助件数　13,414件（106団体）

千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 肥料価格高騰緊急対策事業
・化学肥料の低減に取り組む農業者に対して肥料費高騰分の一部を助成

補助金

5 肥料価格高騰緊急対策事業
0 227,000

予算現額 227,000
うち今回

補正額 0

千円 千円


